「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票

	　項　目
	４．生活に関する相談及び指導　(3)街頭相談事業の実施

	事業実績及び事業効果

	　　〔取組実績及び事業効果〕

　　　巡回相談指導については、大阪府・市町村ホームレス自立支援推進協議会　事業部会泉北・泉南ブロック分科会から大阪府ホームレス総合相談事業共同運営団体に業務を委託し、実施している。
　　　巡回相談業務の実施は、事前に巡回予定表の提出を受け、予定日に巡回実施、何かあれば追って連絡が入ることになる。また、新規もしくは重点的巡回対象者があれば事前に依頼することとしている。
　　　決まった相談員が定期的に訪問することにより、ホームレスの人の状況把握ができ、何度か話すことで自立支援センターへの入所勧奨、医療機関との連携をはじめいろいろな支援等を行うことができた。
の

　　〔事業名、予算額等〕　

　　　ホームレス巡回相談指導業務
　　　平成19年度事業費　　　19,377千円
　　　財源内訳　国庫補助金　　　6,947千円

　　　　　　　　府補助金　　　　6,215千円

　　　　　　　　市町負担額計　　6,215千円
　　

	課題・問題点
	　委託先団体の相談員と福祉事務所の担当との間で、いかに個々のホームレスの状況等情報の共有をはかれるか、処遇や支援方針について意思疎通ができるかが課題であり、重要な点である。

	計画に対する意見、今後の方向性等
	　社会生活を望むホームレスの人は、巡回相談にも応じ、自立支援センター等への入所にも前向きに取り組むが、社会生活を望まない人等に対し、いかにアプローチを行い、社会参入を進めるためのより具体的な施策を組み立てるかが課題である。
　また、巡回時にホームレス人がいなくなった後の住居等が発見された場合に、如何に速やかに対処するか関係機関の協議、取り決め等が必要である。
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「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票

	　項　目
	５．自立支援事業及び個々の事情に対応した自立を総合的に支援する事業

 (1)自立支援事業　　ア　自立支援センター

	事業実績及び事業効果

	　　〔取組実績及び事業効果〕

　　　自立支援事業は、ホームレスの人が地域社会の中で可能な限り自立した生活を営むことができるよう、これらの者に対し、宿所及び食事の提供、健康診断、生活相談・指導等を行い、就労意欲を助長するとともに、公共職業安定所との密接な連携の下で職業相談等を行うことにより、就労による自立を支援することを目的として取り組んでいる。
実施方法は、大阪府・市町村ホームレス自立支援推進協議会　事業部会泉北・泉南ブロックが共同で行い、当該事業を社会福祉法人に委託し、自立支援センター「おおいずみ」を中心として行っている。

　　　本市からは平成16年のセンター開所以来10名が入所、うち８名が自立している。
の

　　〔事業名、予算額等〕　

　　　ホームレス自立支援業務

　　　平成19年度事業費　　　109,489千円

　　　財源内訳　国庫補助金　　  50,154千円

　　　　　　　　府補助金　　　　29,666千円

　　　　　　　　市町負担額計　　29,669千円

　　

	課題・問題点
	　センターの相談員と福祉事務所の担当との間で、いかに個々のホームレスの状況等情報の共有をはかれるか、処遇や支援方針について思疎通ができるかが課題であり、重要な点である。

　また、当該センターには期限があるため、その後の対応を考えなければならない。

	計画に対する意見、今後の方向性等
	　センター入所に際し、荷物が多くその収納場所に困って入所を断念する者、飼っている動物の問題で入所を断念する者もおり、それらの対策も考える必要があるのではないか。

　また、入所したホームレスの人が生活していた住居等について、如何に速やかに対処するか、本人の意思、関係機関の協議、取り決め等が必要である。

自立支援センターを通じた支援には大きな成果が期待できる。しかし、センター設置について個々の自治体での対応には限界があり、実施主体や財政支援等のあり方を検討すべきと考える。
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